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- PRISMを引き継ぐプロジェクトが始動 –
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概 要
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平成30年度から令和4年度にかけて実施したPRISMによる研究期間が終了し、その成果を発展させる
ための研究開発（BRIDGE、SIP）が始動した※。

あらまし

PRISM課題「国ｰ01 i-Constructionの推進」が終了し、建築研究所では、建築確認審査のBIM作図標
準の策定や、BIMオブジェクトライブラリの概成に向けた検討成果と、ビューア、アプリ類の開発を行っ
た。
今年度からは新たに、PRISMに代わるBRIDGE、SIP第3期が始まり、建築研究所では、「共通データ環
境（CDE）を軸としたデータ活用に関する技術開発」（BRIDGE)と、「既存建築ストックのデータ活用と価
値を高めるデジタルツインの構築」（SIP3期）の研究開発に着手することとなった。

これらの研究開発について、建築BIM推進会議で検討が進む、BIM建築確認や標準化の検討について、
新しいユースケースを提供し、検討の充実・加速化につなげてゆきたい。

プロジェクト概要

今後の展開

（※PRISM, BRIDGE, SIPはいずれも、内閣府の戦略的な研究開発に対する制度である。）
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国ｰ01 i-Constructionの推進における成果

PRISM成果報告会資料（内容については、2022年度建研講演会で発表済み）
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国ｰ01 i-Constructionの推進における成果

PRISM成果報告会資料（内容については、2022年度建研講演会で発表済み）
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内閣府：戦略的な研究開発に対する制度のあらまし

戦略的イノベーション創造プログラム
（SIP） 第2期

ムーンショット型研究開発制度

官民研究開発投資拡大プログラム
（PRISM）

2022（令和4年度）まで 2023（令和5年度）から

戦略的イノベーション創造プログラム
（SIP） 第3期

研究開発とSociety5.0との橋渡しプロ
グラム（BRIDGE）

ムーンショット型研究開発制度(継続）

日本発の破壊的イノベーションの創出を目指し、解決困難な社会課題等を対象として国が野心的な目標及び
構想を掲げ、世界中から研究者の英知を結集し、より大胆な発想に基づく挑戦的な研究開発を推進。

総合科学技術・イノベーション会議が府省・分野の枠を超えて自ら予算配分して、基礎研究から出口（実用
化・事業化）までを見据えた取組を推進。

平成30 年度に創設。高い民間研究開発投資誘

発効果が見込まれる領域に各府省庁の研究開
発施策を誘導し、官民の研究開発投資の拡大、
財政支出の効率化等を目指す。

SIPや各省庁の研究開発等の施策で開発された

革新技術等を社会課題解決や新事業創出に橋
渡しするための取組について「重点課題」を設定
し、研究開発だけでなく社会課題解決等に向け
た取組を推進するプログラム。

（https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain.html）

https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain.html
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PRISMからBRIDGEへの転換を意識した課題設定

テーマ③

テーマ②

建築確認審査用BIMビューア
現場検査における
確認BIMモデルの活用

BIM＋タブレット
端末による簡易
な管理手法

共通データ環境（CDE）を軸としたデータ活用に関する技術開発のイメージ

プロジェクト外の
データ活用

テーマ①
PLATEAU
建物台帳システム

行政DB

マンション管理
テナント管理
省エネ改修（ESCO）
デジタルツイン
不動産ID連携

施設管理・不動産取引

12条定期報告
消防

行政手続き
デ
ー
タ
活
用
イ
メ
ー
ジ
（
例
）

BIM
オブジェクト
ライブラリ

BIM
建築確認

施工段階を
中心とした

CDE
PRISM

BRIDGE

• PRISMの課題設定は、BIMを「つなぐ」という観点から、つなぎ目の支障となる、ライブラリ情報の開発
や、施工段階の情報共有、維持管理情報の骨格となるBIM建築確認という、個別の課題について開
発を実施した。

• BRIDGEでは、社会実装を強く意識する必要があるため、「つなぐ、つなげる」という視点で、共通デー
タ環境を軸としたデータ活用に関する技術開発を実施し、建築BIM推進会議に対するユースケース
の実証と仕組みの提案につなげることを目標とする。

• 研究開発期間は3年

PRISMでは、各設計段階において求められる
要素技術の開発を実施した。

BRIDGEでは、「つなぐ、つなげる」視点での研究開発を目指す
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【課題の認識】
・BIMデータの活用は先導的なプロジェクトを中心に実施され、生産性向上効果が確認されているが、適
用の対象やプロセスがまだ限られている状況。よって、BIMデータの活用をより幅広い事業、プロセスに
広げて行く必要がある。

【施策内容】
テーマ①：建築物の事業プロセス全体でデータ管理、活用する手法の開発
テーマ②：設計・施工段階の情報を完成後の建物管理で活用するデータ標準やユースケースの開発
テーマ③：DXに対応するBIMによるプロジェクト管理を支える要素技術の開発

【社会実装の目標】
・幅広い事業、プロセスへのBIMデータの活用の拡大
・建築確認審査におけるBIM審査の実施

BRIDGE課題「BIMを活用した事業管理等の高度化」の狙い

テーマ③

テーマ②

建築確認審査用BIMビューア
現場検査における
確認BIMモデルの活用

BIM＋タブレット
端末による簡易
な管理手法

共通データ環境（CDE）を軸としたデータ活用に関する技術開発のイメージ

プロジェクト外の
データ活用

テーマ①
PLATEAU
建物台帳システム

行政DB

マンション管理
テナント管理
省エネ改修（ESCO）
デジタルツイン
不動産ID連携

施設管理・不動産取引

12条定期報告
消防

行政手続き
デ
ー
タ
活
用
イ
メ
ー
ジ
（
例
）
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SIP第3期「スマートインフラマネジメントシステムの構築」のあらまし

https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/sip/sip3rd_list.html

• 自動運転や医療・介護、農業、防災等、新たな社会（Society5.0）では、「インフラが産業基

盤や生活基盤として重要な役割を担う」、「インフラが健全に機能している」、「災害に対し
て強靭である」など、インフラが新たな社会「Society5.0」を支える不可欠な構成要素となっ
ている。

• 新しい時代に移ったとしても、インフラは、国土を守り、経済基盤を支え、快適な生活を維
持するものとして、その重要性は変わらないものとなっている。 ＳＩＰ第３期の課題「スマー
トインフラマネジメントシステムの構築」では、新たな社会「Society 5.0」の実現に向けて、

「未来のインフラ（スマートインフラ）」が実現（構築）された「未来のまち（スマートシティ）」
を目指す将来像（社会像）としている。

大目標：Society5.0の実現

Society5.0の実現に対するインフラの位置づけと将来像
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SIP第3期「スマートインフラマネジメントシステムの構築」のあらまし

https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/sip/sip3rd_list.html

「スマートインフラマネジメントシステムの構築」サブテーマ

Ａ：革新的な建設生産プロセスの構築
Ｂ：先進的なインフラメンテナンスサイクルの構築
Ｃ：地方自治体等のヒューマンリソースの戦略的活用
Ｄ：サイバー・フィジカル空間を融合するインフラデータベースの共通基盤の構築と活用
Ｅ：スマートインフラによる魅力的な国土・都市・地域づくり

e-1：魅力的な国土・都市・地域づくりを評価するグリーンインフラに関する省庁連携
e-2：EBPMによる地域インフラ群マネジメント構築に関する技術

上記の内、BIM関連課題はサブテーマDに参加。
（BIM関連課題とは別に、維持管理課題について、サブテーマBにも参加）

研究開発期間
最長5年 （3年目終了時に、ステージゲートを設け、継続の可否を審査）
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SIP第3期「スマートインフラマネジメントシステムの構築」のBIM関連課題

既存建築ストックのデータ活用と価値を高めるデジタルツインの構築
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SIP第3期「スマートインフラマネジメントシステムの構築」のBIM関連課題

既存建築ストックのデータ活用と価値を高めるデジタルツインの構築
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まとめ

• 平成30年度から令和4年度にかけて実施したPRISMによる研究期間が終了し、その
成果を発展させるための研究開発（BRIDGE、SIP）が始動した。

• PRISM課題「国ｰ01 i-Constructionの推進」が終了し、建築研究所では、建築確認審
査のBIM作図標準の策定や、BIMオブジェクトライブラリの概成に向けた検討成果と、
ビューア、アプリ類の開発を行った。

• 今年度からは新たに、PRISMに代わるBRIDGE、SIP第3期が始まり、建築研究所で
は、「共通データ環境（CDE）を軸としたデータ活用に関する技術開発」（BRIDGE)と、
「既存建築ストックのデータ活用と価値を高めるデジタルツインの構築」（SIP3期）の
研究開発に着手することとなった。

• 特に、PRISMの後継であるBRIDGEは、「社会的課題解決の取組」を求める制度に変
更が加えられ、これからの研究課題は、「幅広い事業、プロセスへのBIMデータの活
用の拡大」や「建築確認審査におけるBIM審査の実施」といった社会実装の目標を
据えて研究を進める予定である。

• これらの研究成果について、建築BIM推進会議で検討が進む、BIM建築確認や標準
化の検討について、新しいユースケースを提供し、検討の充実・加速化につなげて
ゆきたい。
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